
たと同時に、所属する「三広美」に事故の報告を行い、東京海上火災・三重支店損害サービス課
に処理の対応を連絡して下さい。

《青年部・松阪支部便り》
　8/1～8/30日迄の間、松阪駅前商店街の空店鋪を利

用して、青年部・松阪支部の有志が「SIGN2.000」次

世代の街づくり・店づくりをテーマに展示コーナを開

設し、業界のアピールをした。松阪市は昭和50年代前

半から平成 8 年にかけて、街路事業に会わせて、商店

街単位で振興組合を設立し高度化資金を活用した商店

街近代化を行い、道を広げ、駐車場を整備し、店鋪を

一新し、商業環境の変化に対応しており、時代を担う若い人達も多技にわたるテーマと取り組み　　　　

勉強会を毎月開催するなど、街の活性化と個店のパワーアップに懸命に努力している。

《8/24(木)第3回委員会》
　PM1:00より自治労文化センター4階会議室に於いて、第3回委員会が開催され出席者は、森本

理事長・山本正副理事長・松生良人副理事長・清水啓典理事・森本克正理事・西村文雄理事・林

克也理事・木造忠彦理事・西村誠理事・伊藤清之理事・東正則理事・西出青年部長の出席を得た。

　第 1 号議案は前回に続き、共同購入の推進について協議し、賛助会員の募集を開始する事で了

承され、早速手配をすることとなった。

　第2号議案「広告の日」の行事は、県との調整もあり、恒例の花の種＆パンフレットの配布に

ついては、本年度は松阪駅前に於いて実施されることで了承された。

日時については、平成12年9月8日(金)AM9:30集合AM10:00より配布を実施、理事全員参加は

勿論のこと一般会員の方の参加も期待しておりますので、ご協力下さい。

　其の他の議題については、全国大会のエクスカーション(伊勢志摩)について経過を報告「屋外

広告物賠責共済」事故の処理手順について、日広連からの通達事項を説明してPM4:00終了した。

《8/25(金)理事長県庁へ》
  PM1:30より県土整備部に於いて「9/8(金)広告の日のキャンペーン」に付いて打ち合わせを行

った。その結果、三広美が主催で県が後援することで合意した。

　活動内容については松阪駅前での「花の種＆パンフレット」の配付と「看板等違反広告物のパ

トロール」はいずれも合同で2班に別れて実施する事となった。

　広告塔の高さ制限等については、条例が策定された当時の経緯を説明し、他県との整合性を保

てるよう条例の改正を要望した。

　引続き、2000年4月から地方分権一括法が施行され「国と地方の対等の関係」を築くために、

従来の上下主従を象徴する機関委任事務制度が廃止され、地域の民意が行政に十分反映されるこ

とが盛り込まれた事は望ましいと認識している。しかし、行政マンの意識が根本的に改革されな

い限り、地方分権そのものの目的を活かす事ができないのではないか、其の為には、裃を脱いで、

業界と協力関係を保つことが大切ではないかと意見を述べた。

《9/8(金)広告の日キャンペーン実施》松阪支部を中心に！
　AM10:00より松阪駅前を中心に、駅前商店街から

日野町周辺にかけて、恒例になった「広告の日」のキ

ャンペーンを行った。此の日は松阪支部の方々を中心

に、県土整備部の職員の方々も含め、2班に分かれて

「  花の種＆パンフレット 」の配付と特に伊勢道路松

阪イ ンター付近を重点的にチェク、松阪市長からも、

景観疎外されていると、指摘されている事もあって周

辺のパトロールを行った。

高さ制限の見直しと・民意を地方分権に活かせ

＜キャンペーン・松阪駅前＞

「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
」

(株)セガ・エンタープライゼス
CSI株式会社 TEL052-954-8291

モデムアダブターをブロードバンドアダブターに

交換するだけで、手軽に大容量のケーブルインタ

ーネットに接続が可能です。

しかも、キーボードを使わなくても簡単にインタ

ーネット画面の操作が出来ます。

＜展示コーナ＞
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《屋外広告物賠責共済制度》事故請求手続きのお願い＜日広連事務局＞
　◆事故がおきたらすぐに、最寄りの所属会員団体「三広美」と保険会社対応店「東京海上火災
三重支店損害サービス課 」にご連絡下さい。手続き・必要書類・被害者との交渉方法等すべて対

応店がご相談に応じます。第2・第3共済に加入している場合は、必ず請求書に「屋外広告物賠責

第2共済・広告物補償第3共済加入証明書 ( 写 ) を添付して下さい。共済金は従来通り日広連から

会員団体を経由して支払います。

　尚、屋外広告物賠責共済は、団体扱いになっておりますので、事故が発生してからでないと、

普段はあまり必要がないため、手続きについては不馴れな事が多いと思いますので、必ず事務局

へご相談下さい。 「屋外広告物賠責共済 ・ 会員団体事務取扱規定」の条文の定めるところに依

りますと(共済金請求) 第9条に会員団体は、加入者より共済給付金の要請があったときは、その

者の共済請求をはじめ添付書類記載事項に誤りのないことを確かめ、損害保険会社の対応店を経

由し本会へ提出するものとする。

   (共済金の支給)第10条、会員団体は、本会より共済金給付がなされた場合は、直ちにその金額

を加入者に給付しなければならない。2項、会員団体より共済給付通知書(様式第6号)が送付され

たときは、直ちに一部を台帳に補綴する。と義務付けているかぎりに於いては、事故が発生し→

＜連絡先＞三広美事務局　059-225-4735

東京海上火災・三重支店損害サービス課

オフィス用品のFAXオーダシステム

い い も の 宅 配 便
オフィスの必須アイテムをトータルに案内

FAX注文で翌日無料配送(午後3時までのご注文で翌日お届け)

FAX:フリーダイヤル0120-022-669　24時間オーダ受付ます。

賛助会員


